
特集／東日本大震災からみえた新たな交通のあり方
震災と圃十琵通ネットワーク

交通網の連結性を再チェックすべき
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まざまな意兇があろうが．全胤のどこに生まれて

も光笈した鵬礎教育が提供され．能力に合わせて

尚皮な】腿繋に就くことができるという蔵味で極め

て災.Ｉｉ的なシステムになっていろ。しかし，その

臓梁の地J1l1的分布には大きな(Ｍ１)があI)．ｒ１分の

生まれた上地や両親のいる土地を離れて別の場所

でｲ1:１１をせざるを得ない人も少なくない。そのよ

うなｼHl111を跨ぐ広域的な職業選択をii7能にしてい

るのは，｜ﾉﾘ親に危急の』ji態があったとしてもｌロ

程喚で雌爽にたどり着ける都iljlIIl交通システムの

存在である。

つま１入［1本の中で有能な人材を地域の枠を超

えてiiW1)することによって効率的な織済システム

を),IiiI)血たせている以上は．liilのl1rllHとして緊忽

11#の柵ｌｌｉｌｌｌ１交jmの維持を行うメi勝がある。この拠

点は独念ながら３)］８日の交j､ﾉ陛本法衆にはIﾘj茸

されていないが今回の震災による郁１１『'111交通の

途絶を踏まえれば，「慧合的な交皿体系」の要件

として「切れない」交通ネットワークの維持を盛

り込んでいく必要がある。

1．交通三本法案

東日本大震災の１１１〔Iiiの３)］811．交皿iAL本法案

がＭ識決定された。その''１で[11の施簸として，１１

１ｉｆ生活等に必要不IIJ欠な交迎手段の確保，両齢者,

障害者等の円滑な移り１１Ｌ交逝の利便性向上．「v滑

化および効率化１週1際髄争刀の鹸化および地域の

活力向上．交通に係る現境fMIfの低減などの必要

な施策を行うことを規定している。さらに，器械

の交通機関が特性に応じた役割を分担しつつ．7丁

機的かつ効率的な交迦網を形成することのTIr要性

を述べ，篭合的な交j､体系の雛術にIHIする施策を

i#ずるとしている。私は「総合的な交通体系」と

はせいぜい乗り継ぎのｲﾘ似性のことだと,惚搬して

いたが，震災を経験して，この頃１１にも〕し体的な

意味を持たせることが必要だと感じている。それ

は．災害時，緊急111Fに逝く離れて募らす肉親の元

に駆けつけられるような都市1111交通システムを維

持するということである。

現在のＲ本社会のあり方や効率性についてはざ
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